
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

福井中学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【小中連携または中高連携における共通の取組】 【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進
（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

３月 ４月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月８月

○素直であり，与えられた課題に対し
て，一生懸命取り組むことができる。ま
た，宿題等の提出率もよい。
●自ら課題を見つけ，疑問に思ったこと
について追究しようとする意欲が，やや
乏しい。

①学習課題を自ら設定し，主体的に活
動に取り組むことができる。

②振り返りを自分の言葉で書いたり発
表したりすることができる。

①生徒が主体的に行動できるような体
験活動などの機会を多く取り入れる。

②単元ごとの振り返りの時間の確保と，
タブレットに記録を残すことにより，学習
への主体性を高める。

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項
○授業や集会などで，自分の思ったこと
や感じたことなどを文章で表現し，伝え
ることが比較的抵抗なくできている。
●目的に応じて情報を集めること，考え
や思いを筋道を立てて説明したり既習
事項を活用して考えをまとめたりするこ
とに課題がある。

①自分の思いや考えを，理由や根拠を
示して発表することができる。

②読書・新聞・タブレット等を通して，世
の中の出来事に関心を持ち，表現の仕
方や工夫を自分の表現に生かすことが
できる。

①すべての教科で，言語活動を意識し
た授業を工夫する。

②課題解決のためのタブレットの効果
的な活用を工夫し，研究授業やオープ
ンスクール等で授業力を高める。

次年度における改善事項
○落ち着いた学習環境のなか，前向き
に学習に取り組む生徒が多く，与えられ
た課題をまじめにこなそうとする。
●授業への集中力が十分でなかったり
作業の取りかかりに時間がかかったり
する。基礎学力の定着に差が見られ，
家庭学習時間がやや不足している。

①学習した基礎的・基本的な内容を確
実に身に付けることができている。

②家庭学習の時間や内容を充実させる
ことによって，基礎基本の定着を図るこ
とができている。

①小規模校の特性を生かし，複数教員
による個に応じたきめ細かい指導に努
める。

②自主勉強ノートの使い方等を指導し，
優秀作品を表彰するとともに，掲示して
紹介する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

課題解決のためのタブレットの効果的な活用法の情報交換と，振り返りの仕方についての共通理解を図る。

 ○生徒が「主体的に考える」発問の工夫をし，学習の成果を的確に捉え
「指導と評価の一体化」を実現させる 宮田　和代 市瀬　佐代

管理職による授業参観や校内研修等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。

校　　  長：市瀬　佐代
事務室長：土橋　友美
２年主任 ：米田　舞

教　　 頭：福多　博史
１年主任：山川　徹也
３年主任：山本　博子
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